
（様式－１ 表紙） 

 

 

  １ 調査名称：（藤沢市）都市交通マスタープラン等策定調査 

 

 

 

 ２ 調査主体：藤沢市 

 

 

 ３ 調査圏域：藤沢市全域 

 

 

 ４ 調査期間：令和２年６月２２日から令和３年３月９日 

 

 

 ５ 調査概要： 

   本市では、平成２５年度に都市交通マスタープランを策定しているが、超高齢

社会の進展、自動運転技術の進展、新たな交通の概念である MaaS の登場など、

交通に関連する社会状況は目まぐるしく変化している。これらの変化に対応し

ていくためにも、令和５年度に都市交通マスタープラン全面的な見直しを予定

している。 

   本業務では、東京都市圏パーソントリップ調査の集計データを解析し、藤沢市

内の現況交通実態を今後の都市交通計画のための基礎的資料として整理し、課

題点を整理する。 

    



（様式－２ａ 調査概要） 

 

Ⅰ 調査概要 

 

 １ 調査名称 

   （藤沢市）都市交通マスタープラン等策定調査 

 

 

 ２ 報告書目次 

 

   １．調査概要 

    １－１ 調査の目的 

    １－２ 業務項目 

    １－３ 業務内容 

２．計画準備 

    ２－１ 使用するデータ 

３．現況分析 

    ３－１ 既存統計の整理・分析 

    ３－２ 東京都市圏パーソントリップ調査データの整理・分析 

４．ビッグデータを用いた渋滞箇所の抽出及び要因分析 

    ４－１ 渋滞発生個所の抽出 

    ４－２ 要因分析 

５．課題の整理及び見直しに向けた方向性の検討 

    ５－１ 藤沢市における課題の整理及び見直しに向けた方向性の検討 

    ５－２ 13 地区別の課題の整理及び見直しに向けた方向性の検討 

 

 



                                                      （様式－２ｂ 調査概要） 

 

 ３ 調査体制 

   令和２年度については、協議会を開催するのではなく、基礎調査を中心に調査

を行った。令和４年度以降、都市交通マスタープランの改定に関する協議会を設

置し、改定に向けた検討を進めていく予定としている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ４ 委員会名簿等： 

   現在検討中 

 

 

 

 

 

 



（様式－３ａ 調査成果） 

 

Ⅱ 調査成果 

 

 １ 調査目的 

   本業務は、東京都市圏パーソントリップ調査の集計データを解析し、藤沢市内

の現況交通実態を今後の都市交通計画のための基礎的資料として整理し、課題

点を整理することを目的とする。 

 

 

 

 

 ２ 調査フロー 

 

  



 ３ 調査圏域図 

   （藤沢市全域） 

 



（様式－３ｂ 調査成果） 

 ４ 調査成果 

 

令和２年度における藤沢市交通実態分析の調査概要は次のとおりの特徴である。 

 

■藤沢市における総トリップ数の変化 

○これまで総トリップ数については、東京都市圏や神奈川県と同様に増加してきたが、

今回の調査で初めて減少に転じた。 

○市内々の移動に関しては、平成１０年のトリップ数よりも少ない値となっている。 

⇒内々・内外・外内トリップいずれにおいてもトリップが減少しており、人の移動その

ものが減少傾向にあると考えられる。 

 
図：藤沢市における総トリップ数の変化 

 

■藤沢市における１人当たりのトリップ数（グロス原単位） 

○グロス原単位は平成２０年と比較して、市民全体で約０．４トリップ減少が見られ

た。 

○外出率の低下に伴い、グロス原単位も減少している。 

 
図：グロス原単位（男女計） 



■藤沢市における代表交通手段構成 

○鉄道の構成割合が増加し、代表交通手段において最も割合の高い手段となった。（こ

れまで最も割合の高い交通手段は自動車であった。） 

○一方で、自動車の構成割合は減少した。（都市圏においても同様の傾向） 

⇒東京都市圏と同様に藤沢市においても鉄道分担率が高まっている傾向にある。 

 

 

 

図：代表交通手段分担率 

 

■藤沢市における移動目的構成 

○「自宅-業務」を除いて、自宅からの移動の割合が増加した。 

○一方で、「勤務・業務」や「私事」といった外出先からの移動割合が減少した。 

⇒働き方、ライフスタイルが変化に伴い、「勤務・業務」や「私事」が減少の傾向とな

ったと想定される。 

 
 

 

図：目的構成割合 

 

■藤沢市における利用駅割合 

○利用される駅の傾向は１０年前と比較し大きく変化はないが、湘南台駅では、端末交

通量の増加が著しい。 

⇒湘南台駅は、小田急線の複々線化の完了や相鉄・JR 直通線の開業による所要時間の

短縮による需要が増加したことが、増加した一つの要因と考えられる。 

 
図：藤沢市を発着するトリップにおける利用駅の割合 



■藤沢市における駅端末交通手段構成 

○駅端末交通手段の構成においても大きな変化はなく、分担率では徒歩が約７割を占

め、次いでバスとなっている。 

⇒駅端末交通手段として、徒歩・自転車による鉄道駅アクセスが増加傾向にある。 

 
図：駅端末交通手段構成 

 

■ビッグデータを用いた渋滞箇所の抽出 

○2019 年 11 月 7 日（木）、11 月 10 日（日）、11 月 23 日（土・祝）の 3 日間の

データを購入し、時間別速度データを購入した計 3 日間各日 24 時間整理し、渋滞箇

所の抽出を行った。 

 
図：（例）2019 年 11 月 7 日（木）渋滞状況 



■藤沢市における課題の整理及び見直しに向けた方向性の検討 

手段別（代表交通手段・ 端末交通手段） 

鉄道 
○代表交通手段としての分担率が上昇した。県内の鉄道交通量は減少傾

向にある中で、本市では微増（ほぼ横ばい）となった。 

自動車 

○自動車利用は大幅に減少、特に私事や業務を目的とした利用で減少し

ている。また、鉄道端末交通手段としても減少傾向にある。 

○代表交通分担率は約２６％あり、市内における重要な交通手段である。 

○高齢者や障害を持つ人（介護者を含め）にとっては、特に重要な交通手

段となっている。 

バス 

○平成２０年から平成３０年にかけての１０年間でバスを利用したトリ

ップは、約５％減少した。 

○高齢者等の自ら移動手段を持たない人にとって、手段分担率が高くな

っている。 

○駅端末交通手段としての需要が高い。 

自転車 
○代表交通手段としてのトリップ数は減少したが、駅端末交通手段とし

ては増加した。 

徒歩 

○自転車と同様に代表交通手段としてのトリップ数は減少したが、駅端

末交通手段としては増加した。 

○また、免許を保有しない人にとっては中心的な移動手段となっている。 

 

目的別 

通勤・通学 

○平成２０年と比較し、通勤・通学のトリップは約４％増加した。 

○通勤通学における代表交通手段分担率は鉄道の分担率が最も高くなっ

ている。 

私事 

○私事関連のトリップ数（「自宅－私事」、「私事」）は約１２％減少し

た。特に外出先からの立ち寄りは約２２％減少した。 

○また、私事関連の移動における代表手段を見ると、自動車が最も高く

次いで徒歩となっている。 

業務 

○業務に関係するトリップ数（「自宅-勤務」「勤務・業務」）は、約６

割減少した。また、総トリップの減少量の内約６割が、業務関連となっ

ている。 

○また、業務における移動手段は自動車が約７割となっている。 

 

＜ＰＴ調査等から見た見直しに向けた方向性（案）：共通課題＞ 

○自動車利用は減少しているものの、駅勢圏外の地域や交通弱者等にとっては重要な移動

手段となっており、各地区の実情に応じて、自動車をかしこく使う環境、使える環境が

必要である。 

○今後のさらなる超高齢化の進展を踏まえた交通環境の整備が重要であり、特に自動車分

担率が高い地区では、交通事故の削減や将来の移動手段の維持・確保の観点から、公共

交通への転換を促進することが必要である。 

○公共交通への転換を促進するためにも、鉄道・バスといった公共交通手段を誰もが容易

に安心して、利用できる環境の整備が必要である。 

 


